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【目 的】 奥羽大学歯学部附属病院歯内療法学
分野に依頼 された初診患者の現状を客観的に把握
し,今後の一助 とすることを目的に当分野で担当
した初診患者 を対象に調査,検 討を行った。
【調査対象および方法】 調査対象は平成20年1
月か ら平成20年9月までの間 に歯 内療法学分野
が担当 した初診患者159名の診療録 をもとに①年
齢および性別 ②来院月,曜 日,時 間および居住
地域 ③来院背景 ④職業 ⑤主訴 ⑥主訴部位 ⑦診
断名 ⑧処置内容 ⑨全身疾患 の項 目について調査
し,臨床統計的観察を行った。
【結 果】 ①調査対象者の平均年齢は40歳3か
月(最 年少;13歳,最年 長;8l歳)で,20歳代
の初診患者が40名(25.2%)と最も多かった。ま
た,男 性53名(33.3%)に比較 して女性 は1O6名
(66.7%)と男女比は1:2で あった。②来院月
は4月 が33名(20.8%)と最 も多く,1月 か ら3
月までは少ない傾向にあった。来院曜 日は月曜 日
が54名(34.0%)と最 も多く,月曜 日に来院 した
初診患者 が全体の約1/3を占めており,週 末にか
けて減少傾 向がみ られ た。来院時間 は午前10時
台が44名(27.7%〉と最も多く,午前中に来院 し
た患者 が92名(57.9%),午後は67名(42.l%)
で朝早い時間帯での来院が多い傾向にあった。初
診患者の居住地域は郡山市在住が1O5名(66.0%)
と最 も多く,80%以上の方が郡 山市内 とその付
近か ら来院 していた。③来院背景は初診での来院
が82名(51.6%〉と最 も多かった。④職業は会社
員が66名(41.5%)と最も多かった。⑤主訴は歯
の痛み.違 和感が126例(79.3%)で最 も多 く,
初 診患者の80%近くが歯痛,違 和感 を主訴に来
院 していた。⑥主訴部位 は下顎大臼歯 部が60例
(37.7%)で最 も多く,次 いで上顎大臼歯部31例
(19.5%)であった。⑦診断名は慢性根尖性歯周
炎が79例(49.6%)で最 も多く,根尖性歯周炎,
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歯髄炎 と診断 されたものが全体の約70%を占め
た。⑧初診時の処置 内容は感染根管処置が74例
(46.5%)で最 も多く,次いで抜髄が20例(12.6%)
であ り,歯 内処置を行ったものが全体の約60%
を占めていた。⑨l59名の うち,現 在もしくは過
去 になん らかの疾患 を有 してい る ものは49名
(30.8%)で,疾患は延べ55例を数え,高血圧症
が21例(38.3%)で最 も多く,次 いで低血圧症7
例(12.7%),糖尿病5例(9.1%),B型.C型
肝炎,心 疾患,精 神 ・神経症状各4例(7.3%),
悪性腫瘍,貧 血,甲 状腺疾患各2例(3.6%),血
液疾患,呼吸器疾患,脳疾患,くる病各1例(1.8%)
であった。
【考察および結論】 調査 した9か 月問における
初診患者の動向として,1月 ～3月 にかけて来院
数が少なかった要因に気候の問題が考えられた。
月曜日に来院数が多かった理由として,土 曜,日
曜日に不快症状 を認め,改 善 しなかったことが来
院に至った経緯であることが現病歴か ら判明した。
また,午 前中に来院数が多い背景 としては,主 訴
内容からも推測できるように,痛 みに対 して早急
な対応を要 している患者の心理状態を反映 してい
ることが考 えられた。臨床面において,歯 内処置
を必要 とした例は約60%であり,次いで修復,歯
周処置が多いことから,歯 内療法学分野はもとよ
り,修復学分野,歯 周病学分野に対 して,よ り学
術的な理解を深めてい く必要性があることが示唆
された。
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